
タバコを吸い始めると、なぜかやめら

れなくなり、毎日必ず何本も吸いたくな

ってしまいます。タバコの煙は、それほ

ど美味しいのでしょうか。 

 

煙がそんなに美味しい訳はありませ

ん。じつは、タバコに含まれる“ニコチ

ン”という成分のせいで、やめられなく

なるのです。ニコチンは覚せい剤と同

じように、脳の神経細胞に作用して気

分を良くする働きをします。一度、この

感覚を脳が覚えてしまった人は、毎日

ニコチンを要求し続ける病気になって

しまうのです。この病気を“ニコチン依

存症”と言います。 

 

ニコチン依存症の人は、体内のニコ

チン濃度が下がるとイライラしてきて、

タバコを吸いたくなって仕方がなくなり

ます。そして我慢できなくなると、なんと

かしてタバコを吸い込んで気持ちを落

ち着かせるのですが、また１時間

もすると、イライラしてくる…という

毎日を送っています。 

 

毎日、必ずニコチン切れによる

イライラが襲ってくるのですから、

なんとも気の毒で、かわいそうで

すよね。 

 

だから「タバコを一生吸わない」

と思うのは当然です。 
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